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＜目的＞ 
本研究は、統計的手法を以って新たな方言区画のモデルを構築することを目的としている。具体
的には、ケーススタディとして徳島方言を取り上げ、徳島県内の記述された方言アクセントデータ
をもとに、統計的手法によって新しい方言区画を生み出す。 
 
＜各章の内容＞ 
第1章では筆者の収集したデータを元に、徳島県下の諸アクセント体系の実態について記述した。
第2章では徳島県下のアクセント研究史を追った。第3章では吉野川中流域における同一類内のアク
セント分裂現象について、ロジスティック回帰分析を用いて分裂の規則性を見出した。これは加藤
（1968）で音韻面からも文法的性格からも規則性が見出せなかった問題を、音韻条件から見直した
ものである。第4章では多変量解析（コレスポンデンス分析及びクラスター分析）を用いて、これま
で語ごと、或いは類ごとにしか示せなかったアクセント体系の分布を、品詞の別なくまとめあげ、2
つのアクセント体系の境界線の位置を定める方法を提案した。約500枚のアクセント地図を圧縮し、
1枚の散布図として描き出したのである。第5章では第4章を更に拡張し、多変量解析に自己組織化マ
ップ（Self-organizing map）を加え、徳島県下全域のアクセント区画の再整理を行った。先行研究で
は6つに分類されていたアクセント体系を4つに分類し直し、それぞれの体系間の遠近を見た。付録
論文では、近畿地方の京阪式アクセントに起こっている2拍名詞第4類・第5類の統合現象の広がり方
を見ることで、徳島型アクセントの位置づけを行った。 
 
＜本研究の成果と意義＞ 
本研究は、地域科学の理念に基づき、方言学という地域性豊かな伝統的な学問と、言語処理・統
計などの最新の技術を駆使した科学が文理融合を果たした学際的な研究である。 
日本のアクセント研究では、統計的手法にもとづく研究はこれまでほとんど行われてこなかった
。従来のアクセント研究は、アクセント資料の収集・記述にのみ主眼が置かれ、積み上げられた厖
大なデータを処理し、分析することは今後の課題となっていた。このような状況のもと、本研究で
は大量のアクセントデータを対象として、統計的手法による分析を行い、言語接触によるアクセン
ト選択の規則性や、アクセント体系間の距離を導き出すことに成功した。これは客観的かつ科学的
な分析であり、第三者が追試可能な手法でもある。 
本研究は徳島県を取り上げて論じたわけであるが、本研究の手法と先学が公開している多くの記
述資料を用いることで、日本全国の諸アクセント体系がどのような関係を持つのか、客観的な分析
が可能となる。また、共時的視点だけでなく、通時的視点からも、アクセントデータの統計的手法
による解析は可能だと考える。『類聚名義抄』『補忘記』等の各時代の代表的な文献資料と現代方
言アクセントの体系を比較することで、新たな仮説が生まれる可能性がある。このような拡張可能
性に気づき、一連の調査・試行を行ったことに、本研究の意義がある。 
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